
 

理科「天気のうつり変わり１」  高等部 年 組 

  

                         氏名        

 

１． 
き

気
しよう

象
かん

観
そく

測 の
けつ

結
か

果から
いつ

一
ぱん

般 にいえることについて、
つぎ

次 の
と

問 

いに
こた

答 えなさい。 

      

（１）［  ］の
なか

中 から、
ただ

正 しいほうに○で
かこ

囲 みなさい。 

 

  
き

気
あつ

圧 と
てん

天
き

気の
かん

関
けい

係 では、 

  
き

気
あつ

圧 が
さ

下がると、
てん

天
き

気は［ よく ・ わるく ］なり、
ぎやく

逆 に、 

 
き

気
あつ

圧 が
あ

上がると、
てん

天
き

気は［ よく ・ わるく ］なる。 

 

 

 

（２）［  ］の
なか

中 に、あてはまる
ご
語

く
句を

か
書きなさい。 

 

  
てん
天

き
気

ず
図を

み
見てみると、

てん
天

き
気がよいところは[       ] 

 

  があり、
てん
天

き
気がわるいところは、

ぜん
前

せん
線 とよばれる

くも
雲 が

あつ
集  

 

   まる[          ]がある。 

 

（３）［  ］の
なか

中 に、あてはまる
ご
語

く
句を

か
書きなさい。 

 

  
てん
天

き
気が

にし
西 から

ひがし
東 に

か
変わるのは、

に
日

ほん
本

じよう
上

くう
空 に

なが
流 れる 

 

  
かぜ
風 の

えい
影

きよう
響 を

う
受けるからである。 その

かぜ
風 のことを、 

 

  [          ]とよぶ。 


